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評
価
員
の
氏
名
の
変
更

変
更
前

e

変
更
後

鈴
木

辰
男

]

変
更
年
月
日

平
成
二
十
五
年
二
月
一
日

国
会
事
項

人
事
異
動

平成™œ年˜月™ 日 火曜日 第œ �›号官 報
〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
三
十
六
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
九
日

関
東
地
方
整
備
局
長

森
北

佳
昭

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図

面

縦

覧

場

所

十

七

号

さ
い
た
ま
市
北
区
宮
原
町
四
丁
目
六
七
番
二
地
内

関
東
地
方
整
備
局
及
び
同
局
大

宮
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
九
日

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
三
十
七
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
九
日

関
東
地
方
整
備
局
長

森
北

佳
昭

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図

面

縦

覧

場

所

二
百
九
十
八
号

市
川
市
高
谷
三
丁
目
八
八
四
番
二
か
ら
同
市
高
谷
三
丁
目
九
〇
一

番
五
ま
で
（
た
だ
し
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
部
分
の
み
。）

関
東
地
方
整
備
局
及
び
同
局
首

都
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
九
日

〇
近
畿
地
方
整
備
局
告
示
第
十
七
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
九
日

近
畿
地
方
整
備
局
長

谷
本

光
司

一

施
行
者
の
名
称

大
阪
府

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

平
成
九
年
建
設
省
告
示
第
千
七
十
七
号
南
部
大
阪
都
市
計
画
道
路
事
業
三
・

四
・
二
百
十
九
e

八
号
和
泉
中
央
線

三

事
業
施
行
期
間

自
平
成
九
年
四
月
七
日
至
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日

四

事
業
地

収
用
の
部
分

変
更
な
し

使
用
の
部
分

な
し

〇
中
部
地
方
整
備
局
告
示
第
十
四
号

住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
か
ら
評
価
員
の
氏
名
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
示

す
る
。平

成
二
十
五
年
一
月
二
十
九
日

中
部
地
方
整
備
局
長

梅
山

和
成

一

登
録
番
号

中
部
地
方
整
備
局
長

10

二

登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
の
氏
名
又
は
名
称

株
式
会
社
Ｃ
Ｉ
東
海

開
会
式

第
百
八
十
三
回
国
会
の
開
会
式
は
、
一
月
二
十
八
日

天
皇
陛
下
の
御
臨
席
の
も
と
に
参
議
院
議
場
に
お
い
て
行

わ
れ
た
。

衆
議
院
議
長
は
、
次
の
式
辞
を
述
べ
た
。

天
皇
陛
下
の
御
臨
席
を
仰
ぎ
、
第
百
八
十
三
回
国
会
の

開
会
式
を
行
う
に
あ
た
り
、
衆
議
院
及
び
参
議
院
を
代
表

し
て
、
式
辞
を
申
し
述
べ
ま
す
。

わ
が
国
を
め
ぐ
る
現
在
の
内
外
諸
情
勢
に
は
、
緊
急
に

解
決
を
要
す
る
幾
多
の
重
要
問
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
議
員
一
同
は
、
こ
の
現
状
を
深
く
認
識
し
、

内
政
、
外
交
の
各
般
に
わ
た
り
、
す
み
や
か
に
適
切
な
審

議
を
行
い
、
国
民
生
活
の
安
定
向
上
に
万
全
を
期
す
と
と

も
に
、
諸
外
国
と
の
相
互
理
解
と
協
力
を
一
層
深
め
、
世

界
の
平
和
と
人
類
の
繁
栄
に
寄
与
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。こ

こ
に
、
常
会
の
開
会
式
に
あ
た
り
、
日
本
国
憲
法
の

精
神
を
体
し
、
国
会
議
員
と
し
て
の
わ
れ
わ
れ
に
課
せ
ら

れ
た
重
大
な
使
命
に
か
ん
が
み
、
お
の
お
の
最
善
を
つ
く

し
て
そ
の
任
務
を
遂
行
し
、
も
っ
て
国
民
の
信
託
に
こ
た

え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
天
皇
陛
下
か
ら
次
の

お
こ
と
ば
を
賜
っ
た
。

本
日
、
第
百
八
十
三
回
国
会
の
開
会
式
に
臨
み
、
全
国

民
を
代
表
す
る
皆
さ
ん
と
一
堂
に
会
す
る
こ
と
は
、
私
の

深
く
喜
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

国
会
が
、
国
民
生
活
の
安
定
と
向
上
、
世
界
の
平
和
と

繁
栄
の
た
め
、
永
年
に
わ
た
り
、
た
ゆ
み
な
い
努
力
を
続

け
て
い
る
こ
と
を
、
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

こ
こ
に
、
国
会
が
、
当
面
す
る
内
外
の
諸
問
題
に
対
処

す
る
に
当
た
り
、
国
権
の
最
高
機
関
と
し
て
、
そ
の
使
命

を
十
分
に
果
た
し
、
国
民
の
信
託
に
応
え
る
こ
と
を
切
に

希
望
し
ま
す
。

参

議

院

議
事
日
程

一
月
二
十
八
日
の
議
事
日
程
は
次
の
と
お
り
。

議
事
日
程

第
一
号

平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
八
日
（
月
曜
日
）

午
前
十
時
開
議

第
一

議
席
の
指
定

第
二

国
務
大
臣
の
演
説
に
関
す
る
件

報
告
書
受
領

一
月
二
十
五
日
内
閣
か
ら
、
国
民
生
活
安
定
緊
急
措
置

法
第
二
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
く
平
成
二
十
四
年
七
月
一

日
か
ら
同
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
同
法

の
施
行
状
況
報
告
書
を
受
領
し
た
。

ま
た
、
同
日
内
閣
か
ら
、
厚
生
年
金
保
険
の
保
険
給
付

及
び
保
険
料
の
納
付
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
第
十
五
条

の
規
定
に
基
づ
く
同
法
の
施
行
状
況
に
関
す
る
報
告
を
受

領
し
た
。内

閣

〇
経
済
産
業
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

石
原

伸
晃

経
済
産
業
大
臣
茂
木
敏
充
海
外
出
張
不
在
中
内
閣
法
第
十

条
の
規
定
に
よ
り
臨
時
に
経
済
産
業
大
臣
の
職
務
を
行
う

国
務
大
臣
に
指
定
す
る

同

石
原

伸
晃

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
茂
木
敏
充
海
外
出
張
不
在
中
内
閣

府
特
命
担
当
大
臣
（
原
子
力
損
害
賠
償
支
援
機
構
担
当
）

事
務
代
理
を
命
ず
る

同

麻
生

太
郎

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
甘
利
明
海
外
出
張
不
在
中
内
閣
府

特
命
担
当
大
臣
（
経
済
財
政
政
策
担
当
）
事
務
代
理
を
命

ず
る
（
以
上
一
月
二
十
五
日
）

衆

議

院

報
告
書
受
領

一
月
二
十
五
日
内
閣
か
ら
次
の
報
告
書
を
受
領
し
た
。

国
民
生
活
安
定
緊
急
措
置
法
第
二
十
八
条
の
規
定
に
基

づ
く
平
成
二
十
四
年
七
月
一
日
か
ら
同
年
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
同
法
の
施
行
状
況
報
告
書

厚
生
年
金
保
険
の
保
険
給
付
及
び
保
険
料
の
納
付
の
特

例
等
に
関
す
る
法
律
第
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
く
同
法

の
施
行
状
況
に
関
す
る
報
告

議
事
日
程

一
月
二
十
八
日
の
議
事
日
程
は
次
の
と
お
り
。

議
事
日
程

第
一
号

平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
八
日
（
月
曜
日
）

午
前
十
時
開
議

第
一

議
席
の
指
定

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

一

国
務
大
臣
の
演
説

Ÿ
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